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新潟市教育相談センター
新潟市特別支援教育
サポートセンターだより

新潟市中央区西大畑町458番地1

令和 ４ 年 1 月 1 8 日
新潟市教育相談センター
新潟市特別支援教育サポートセンター

八百板　恵理子

新年を迎えて

令和３年度　作品展のお知らせ

日　　時：令和４年１月28日（金)

会　　場：新潟市教育相談センター

作品展示：10：00 ～ 14：10

音楽発表Ⅰ：10：30 ～ 10：45

物品販売Ⅰ：10：50 ～ 11：40

音楽発表Ⅱ：13：00 ～ 13：15

物品販売Ⅱ：13：20 ～ 14：10

インテリア小物折り紙

３密を避けるため，午前と午後の開催となります。
事前の申込みをお願いします。
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指導者 新潟大学大学院 教授

令和３年度　教育相談研究会

日 時　令和３年11月24日（水）15:00～16:30

〈研究主題〉「今，求められている子どもへの支援」

＜第３分科会・特別支援教育＞ 子どもの気持ちに寄り添った確かな連携

＜各室・訪問教育相談のプレゼン＞

長澤  正樹　様

〔第３分科会〕
・久しぶりの長澤先生のお話はとても良かったですし，相談業務の根幹にかか
わるものでした。徹底して子どもに寄り添う支援が有効だと分かりました。
・サポートセンターが支援会議を支えてくれることで担任や保護者の安心につな
がっていると思いました。子どものニーズがとても大切だということ，支援計
画の振り返り，そして更なる支援につなげていることが大変参考になりました。
・連携する際，家庭と学校の「困りごと」で共通することを確認し，子ども
の「こうしたい」をよくきくことを重点としたい。計画的に
すすめたい。
・今回はサポセン・学校・保護者の支援会議でした。学校で行
う際にも保護者の困りごと，不安，悩みの受け止めをしっか
りと行い，事実を共有して，子どもの支援を行っ
ていきたい。
・通常学級に在籍する配慮の必要な児童が増えて
いる。その結果不適応を起こして不登校になる
ケースがある。その点についてもご指導いただ
けるとありがたい。

参加者の方々の声

指導者 新潟大学大学院 准教授 田中  恒彦　様指導者 新潟青陵大学大学院 教授 佐藤　  亨　様

例年ポスターで紹介していましたが，今年度から映像で紹
介することにしました。感想をご紹介いたします。

〔第２分科会〕
・田中先生のお話はいつも勉強になる。「隠しごとのない支援」とても分かりや
すく，説得力のあるキーワードとなりました。
・Ａさんのリアルな事例が大変参考になりました。教育支援シートを活用しての
支援，特にサポート会議が今私の欲しい内容でした。保護者の方をサポート会
議に入れる発想がなかったのですが，「隠しごとのない」支援を，保護者，学校，
専門家，ともに行えるといいと思いました。やってみたいです。
・第２回サポート会議までの学校不信でいっぱいの保護者が，第５
回で保護者自身が自らを見直すと気付いたことが素晴らしいと思
いました。連携した全ての支援者の方の在り方の成果だと思いま
した。支援シートを真ん中において，それぞれがそれぞれの立場
で子どものために話をしていける形をまねしていきたい
と思いました。
・まさに学校でかかえる問題と同様の事例でした。連携す
ることで，良い結果に導いていく見通しをもつことがで
きました。
・〇や＊など，支援シートの記載の工夫がとてもよいと思いました。

〔第１分科会〕
・連携のサイクルがとても参考になりました。②の関係性の見立てと資源探しの関係
図はすぐにでも使いたいと思いました。一人で抱えず複数で相談し合い，大きな変
化を期待するのではなく，無理なく少しずつ信頼関係を築けていけたらよいなと思
います。
・①本人の見立てはできていたと思っていましたが，②資源探しが不十分で支援につ
なげられていなかったように思いました。もう一度やり直してみます。
・学校の子どもたちを思い出しながら聞かせてもらいました。佐藤亨先
生のお話を聞いて，本当にケースバイケースで，不登校になった背景
を見極め，その子に合った対応を情報共有しながら進めていくことの
重要性を感じました。
・日頃，発達障がいにかかわる相談が多く，その中には不
登校の児童も少なからずいます。これまで漠然とした視
点で彼らを見取っていましたが，今日は「見立て」につ
いてお話をいただき，大変参考になりました。実践につ
なげて参ります。

＜第２分科会・適応指導教室＞ 児童生徒理解・教育支援シートを活用した学校連携＜第１分科会・教育相談＞ 不登校に向き合う関係者の連携
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一歩前に踏み出すための
       　  「心のエネルギー」を…

　子どもたちには，心に浮かん

だイメージをもとにのびのびと

絵を描いてほしいです。でも，

これが難しい。私自身を振り

返っても，思春期の頃は，この

色，変かな？この絵，変だと思

われないかな？などと思いなが

ら絵を描いていたこともありま

した。周りの目が気になって自由に描くことを楽しめませんで

した。どうして今は周りを気にせず描けるのだろう。絵の部屋

を担当して間もなく３年ですが，そんな何気ないことに気付く

ことができました。

　誰でも，こんな風に描きたい，という漠然としたイメージを

もっています。うまく言葉に表現されないことも多いのですが，

この子の表現したいイメージはこうかな？と想像力を働かせ

て，実現できそうな画材や技法などを提示してみます。パズル

のピースを組み合わせるようなとてもわくわくする作業です。

これじゃない…と思われることも少なくないですが，その子の

感性にうまくはまったときは踊りだしたいくらい嬉しいです。

　自分で描いた絵のイメージが，「他の人に伝わるのって楽し

い！」という小さな成功体験が積み重なって，作者である子ど

もも，描かれる作品も，のびのびとした雰囲気に変わります。

そんな作品や子どもの姿を目にすると自身のかつての姿が重な

り嬉しくなります。安心して自分を表現できる場所づくりを続

けていきたいと思います。

心が解放される場所夜間「学習・進路相談室」から

適 応 指 導 部 の 活 動 紹 介

【茶道】
・ちゃんとした作法でお茶やお茶菓子を運んだり，食べ
たり飲んだりするのはとても楽しかった。（燕喜館が）
和室だったので，よりお茶の世界を楽しめたと思う。

・初めて人にお茶やお菓子を出してとても緊張したけれ
ど，楽しかった。

【調理】
・野菜を切るのもフライパンを持つのも力がいるし，集
中するのですごく疲れたけれど，完成させることがで
きてすごくうれしかった。

・私は野菜が苦手だけれど，わりと食べることができた。
みんなと協力したからだと思う。チャーハンと野菜スー
プの味がとてもおいしかった。


